
事故を起こした運転者の連絡を
受けて現場にやってきたのが清
水のご主人だという。
「ケガ人の搬送先が、私が世
話になっている整形外科だった
ので、母が主人をクルマに同乗
させて送っていったのがきっか
けでした。私が一人娘なので婿
に入ってくれたのですが、大ら
かな性格で、ものすごく助けら
れています。VEGAに居られた
こと、主人と出会って結婚でき
たことは、この10年でとても
大きなことでしたね」

分裂騒動以降、退会者に対し
て長く閉ざされていたJPBAの
門戸が昨年ついに開かれた。再
受験が可能になったと知ったと
き、清水は「すぐに受けようと
思った」という。
一度飛び出した古巣に帰る

というのは、さらなる新天地に
向かっていく以上に覚悟の要る
選択だ。まして清水は実技テス
ト免除でプロ入りしたエリート
ボウラー。プライドが邪魔した
としても不思議ではない。
「戻ると決めた理由はいろい
ろあります。私自身がもう一度
試合（公式戦）に出てみたかった
こと。その姿を両親に見せてあ
げたいと思ったこと。JPBAの
ワッペンを付けていたほうが仕
事上も分かりやすいというこ
と。これまでずっと中途半端な
立場でVEGAにも迷惑をかけ
ていましたから。あとは（LBO
の要職にあった）自分がまず手
を挙げないと、だれも受けない
だろうという思いもありまし
たね」
だが、コロナ禍によってプロ

テストは中止に。1年延びても
気持ちが萎えることはなかっ
たが、かねてからガン闘病中
だった実父の病状が悪化し、環
境的には厳しくなっていた。
「大腸にガンが見つかったの
は4年前。それがあちこちに転

時の流れに勝る人生の演出
家はいない、とつくづく思う。
ボウリング界を揺るがせた女子
プロ分裂騒動から11年余り。
“魅惑のレフティ”清水弘子が
JPBAのアプローチに帰ってき
た。今はもうあの騒動を、清水
の過去の栄光を知らないボウ
ラーも増えてきたが、古巣復帰
がいろいろな意味でイバラの道
であることに変わりはない。
「私は元々ヒールキャラ（苦笑）。
戻って頑張ると決めた以上は、
前を向いて進むだけです」と清
水は言う。

20代の大半は全日本ナショ
ナルチームの中心メンバーとし
て活躍。JPBAのオープン大会
でも2勝するなど、アマチュア
時代の輝かしい戦歴は枚挙にい
とまがない。
28歳のとき、同じくナショ
ナルチームメンバーだった山本
勲とともに実技テスト免除でプ
ロ入り。JPBA38期生（ライセ
ンス№405）として2005年に
デビューした。ちなみに、当時
の同期には吉川朋絵、佐藤多
美、アリス曲渕、男子（44期）
では山本のほかに山下昌吾、ボ
ウリングライターとしても活動
する正田晃也らがいる。
旧ライセンスでの活動期間は
正味4年半。清水はその間に
14勝を挙げ（別表参照）、06、
07年の2シーズンはポイント、

▲JPBA姫路麗副会長からライセンス
　交付を受ける。清水は公式戦にお
　ける姫路の昨今の活躍について「副
　会長の仕事をこなしながらあれだ
　けの成績を残しているのは本当に
　すごいと思います」という（5月28
　日、東京ポートボウル）

獲得賞金、アベレージのランキ
ング3部門でトップを独占する
3冠女王にも輝いた。
しかし09年、同業スポン
サー間のトラブルを契機に女子
プロ分裂騒動が勃発。翌10年
に新団体LBO（日本女子ボウリ
ング機構）が発足する。悩みに
悩んだ末、JPBAを退会して
LBOに転じたが、同団体はわ
ずか3年で解散。清水は「プロ」
の肩書を失ってしまう。

行き場をなくした清水に手を
差しのべたのは、多数のボウリ
ング場やプロショップを運営す
るVEGAの鳥海雅仁氏（取締役
副社長）だった。鳥海氏は清水
を雇い入れ、千葉中央店に配属
する。
「VEGAでは何でもやってい
ます。メインは企業営業とLTB
（ボウリング教室）だけど、フロ
ントにも立つし、リーグも9本
くらい持っている。たまにメカ
にも行きますよ（笑）」
合間を縫ってJBP（ジャパ

ン・ボウリング・プロモーショ
ン）主催のPBAリージョナルツ
アーにも参戦したが、競技会で
投げる機会は激減した。
「最初のうちは自分がJPBA
のプロだったことを知らないお
客さんも多かったですね。LTB
のお客さんには『先生』と呼ばれ
ていましたし（苦笑）。知られる
ようになったのは、私が優勝し
た六甲クイーンズ（05年）の映
像がYouTubeのボウリング
チャンネルで流れてから。それ
までチャレンジはやっていな
かったけど、それからはやるよ
うになりました」
さらに大きな転機が2017
年、40歳のときに訪れる。人
生の伴侶が現れたのだ。
出会いの場は、何と交通事故
の現場だった。ある日、実母が
運転するクルマで国道357号
線を走行中、対向車線のクルマ
の横転事故に遭遇。そのとき、

清水弘子のＪＰＢＡ獲得タイトル
年 度
2005

2006

2007

2008

2009

　　　　  優 勝 大 会
第21回六甲クイーンズオープン

ＤＨＣツアー05／06第 6戦

宮崎プロアマオープン

ＢＩＧＢＯＸ東大和カップ

ＤＨＣツアー06／07第 1戦

第38回全日本女子プロ選手権

第1回ＭＫチャリティカップ

ＤＨＣツアー06／07第 4戦

第2回ＭＫチャリティカップ

群馬オープンレディース

軽井沢プリンスカップ

千葉女子オープン

東海女子オープン

ROUND1 Cup Ladies 

　　　　　　  会　　場
神戸六甲ボウル

星ヶ丘ボウル

宮崎エースレーン

ＢＩＧＢＯＸ東大和

柿田川パークレーンズ

東京ドームボウリングセンター

ＭＫボウル上賀茂

水島国際ボウリング会館

ＭＫボウル上賀茂

桐生スターレーン

軽井沢プリンスボウル

千葉リバーレーン

岐阜グランドボウル

ラウンドワンスタジアム沖縄宜野湾店

　　  準 優 勝 者  
金田　惠子

谷川　章子

森　　ルミ

斉藤志乃ぶ

稲橋　和枝

堂本　美佐

愛甲　恵子

板倉奈智美

谷川　章子

板倉奈智美

中島　政江

Ｗ・マックファーソン

吉田真由美

鈴木　　忍

自ら望んだ“古巣復帰”というイバラの道。

「いつだって波乱万丈」な清水弘子のボウリング人生

移して、毎年切除手術を受けて
いました。去年の9月に肝臓を
切ったとき『余命は半年』と言わ
れたけれど、思ったより長く元
気でいてくれたんです。身の回
りのことは全部自分でやってい
ましたし。でも、今年の3月
28日にお風呂場で意識がなく
なって入院。コロナの関係で入
院中に何かあるともう会えなく
なるので、4月11日に退院し
て、自宅で緩和ケアをすること
に。私たち夫婦は実家から歩い
て2分くらいのマンションに住
んでいて、毎日行ったり来たり
の生活でしたが、いちばん大変
だったのは母だと思います」

の葬儀を済ませると、翌週の
15日にはこれまた初体験の順
位戦が控えていた。
結果は119名中の21位。優

先順77位を確保し、今年下半
期に予定されている公式戦のほ
ぼすべてに出場が可能となっ
た。
「20位くらいに入れれば全部
の大会に出られると思った結果
の21位なので、自分としては
『とりあえずこれでよし』と。プ
ロテストに向けて投げ込んでき
たのが大きかったですね」
それでも、今のまま公式戦に
行ってすぐに勝てるとは思って
いない。
「体力的には確実に衰えてい
るので、それをカバーしたり、
常にカラダをケアしていく必要
がありますね。試合勘も鈍って
いると思うので、それをどこま
で取り戻せるかという課題もあ
る。このあいだ仕事で行ったボ
ウリング場に私服で立っていた
ら、お客さんに『気がつかな
かった。前みたいに角（つの）が
生えてないんだね』と言われた
んです。『角はアタッチメント
で、いつでも着けられるから』
と返したんですが、結婚してか
らは完全に“パート主婦”の生活
だったので（笑）、たぶんプロと
してのオーラも薄くなっている
んですよね。そのへんもしっか
り取り戻していかないと」
激動の日々だったここ数カ月

の疲れが出たのか、軸足の右膝
に原因不明の腫れと痛みを抱
えた状態で臨んだ“初陣”の六
甲クイーンズは、予選10Ｇで
終戦となった（総合82位）。優
勝者は、清水が「みんな若くて
勢いがある。今年の子たちはホ
ントにすごい」と評する同期生
の一番星・中島瑞葵。母娘ほど
に年の離れた新しい仲間の活
躍を見て負けじ魂に火がつき、
清水の頭から再び角が生えて
くる日も、多分そう遠くはない
だろう。

▲ROUND1 Cup Ladies優勝当時
の清水。これが以前の在籍時代最
後の優勝だった（09年10月10日、
ラウンドワンスタジアム沖縄宜野
湾店）

元JPBA38期生

“就職”そして“結婚”

合格の1週後に実父が他界

「角が生えてない」!?

そんな状況下で、清水は“初
体験”のプロテストを見事クリ
ア。JPBA53期生として新た
な一歩を踏み出す。だが、ライ
センス交付式が行われた5月
28日からちょうど1週間後の6
月6日午前、実父は息を引き
取った。
「出張中だった主人が5日に
帰ってきて、一家全員で最期を
看取ることができました。私は
5、6日と午後からVEGAで“プ
ロテスト合格祝いチャレンジ”
が入っていて、看取ったその日
も投げに行きました」

“帰り新参”の清水に特別扱
いはない。6月11、12日に父

FOCUS UP WIDE
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